交　流　活　動　計　画　
	活動名
	

	実施月日
	令和　年　月　日（　）　　校時（　：　～　：　）

	参加者
	保育園　　歳児    　　名　担任・
幼稚園　　歳児    　　名　担任・
小学校　　年生　  　　名　担任・

	実施場所
	

	活動の
ねらい
	幼児
	〇
〇

	
	児童
	〇
〇

	準備物（持参物）
	幼児
	

	
	児童
	


	事前の学び
（遊び・学習）

	幼児
	・
・

	
	児童
	・


＜活動の展開＞　
	幼児への支援等
	時程
	幼児・児童の活動
	児童への支援等
（◆評価規準）
	備考

	○
	
	・

	○
	

	○
	
	
	○
	

	○
	
	
２.
	○
	

	○
	
	３． 
	○
○
◆

	

	幼児への支援等
	時程
	幼児・児童の活動
	児童への支援等
（◆評価規準）
	備考

	○

	
	４． 
	○
	

	○
	
	５．

	○
◆
	

	
	
	・

	
	


	事後の学び
（遊び・学習）

	幼児
	・


	
	児童
	・



＜振り返り＞　

	～事後の子供の様子～

	①　どのような育ちや学びが見られたか。



	②　①の姿を「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（10の姿）に照らし合わせると

	③　幼児と児童の姿は、ねらいを達成していたか。（ねらいは適切であったか）


	④　活動内容は、幼児や児童のこれまでの体験や学びを活かして、主体的に取り組めるものであったか。

	⑤　保育者と小学校教員の関わり方や学習環境（環境構成）は適切であったか。


	⑥　次回に向けて（今年度実施予定の交流活動や来年度の交流活動に向けて）


様式例














